


































































































































































































































































































































































































原徹 1973、上沼八郎 1991、寺﨑昌男 1993）。とくに明治中期には、教員が主体的に資質向上しなが
ら実践することを求める教師論が形成された（中内敏夫・田嶋一 1977、稲垣忠彦 1993）。明治期の教
職の専門職化については、教員の専門性に関する議論不足や制度的制約による限界性が指摘さ































































大日本教育会の最も古い前身団体は、明治 12(1879)年 1 月結成の東京教育会である。また、
明治 13(1880)年 8月に東京教育協会が結成され、明治 15(1882)年 5月に東京教育会と合併して
東京教育学会へ改称再編された。大日本教育会は、この東京教育学会を母胎として、明治 16年 9
月に結成された。明治 29 年 12 月には、帝国教育会と改称再編し、かつ同じ中央教育会であっ
た国家教育社と合流して規模・機能を拡張した。本論文が対象とする教育会は、これら前身団
体を含む明治期大日本教育会・帝国教育会である。したがって、本研究の主要対象時期は、明
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